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■ 日経平均(日足)とMACD ～ 一段高で上値意欲が強まる ～

75日MA

25日MA

3/9

4/21

5/12
25,688円

3/25高値
28,338円

4/12

上昇フラッグ

200日MA

(下降ウェッジ)

3,620円
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■ 日経平均日足の動き(2022年6月8日前場取引終了時点)

75日MA

25日MA

200日MA

22年3月9日

21年9月14日

上値ライン
1/5

3/25

11/16

支持
(サポート)

抵抗
(レジスタンス)

下値ライン

5/12
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■日経平均(日足)のフィボナッチ・リトレースメント ～ 68.1％戻しをトライ ～

22年3月9日

21年9月14日

50％戻し

61.8％戻し

23.6％戻し

76.4％戻し

38.2％戻し

29,352円

30,795円

28,460円

27,738円

27,017円

26,124円

24,681円

3/25高値
28,338円
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■ NYダウ(日足)の動き ～ 底入れ反発が一服 ～

25日MA

4/21

5/20

33,000ドル 50日MA

32,000ドル
・景況感悪化

・金融政策

1/5

200日MA

抵抗
突破

(リターン・ムーブ)

抵抗

緩衝地帯
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■ NYダウ(日足)の動き ～ 読みにくい材料の織り込み ～

25日MA

50日MA

200日MA

5/4

FOMC終了

5/11 CPI

5/6
雇用統計

5/9
中国貿易統計

5/17

小売売上高
鉱工業生産

5/18～19

米小売決算

5/16
上海ロックダウン

緩和方針

5/26

米小売決算

5/27

米PCE

5/31
対露EU制裁

6/1
ISM製造業

6/2

ADP雇用統計

6/3

雇用統計
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■ 株価材料の組み合わせ

原油＆資源

価格

新型コロナ

ウイルス

ウクライナ

ロシア

国内政治

過熱感

割安感

需給要因

金融政策

金利

中国

為替(円安)

景況感

企業業績

6/10：メジャーSQ

米金利上昇傾向

景況感とインフレ

ロックダウン緩和と拡大

経済減速と政策期待

下げ過ぎの反動

楽観の織り込み度を探る

米:CPI

中:CPI

長期化懸念

戦闘激化

円安進行

1ドル=132円水準
原油価格上昇傾向

経済再開ムード

インバウンド再開

参院選前の政策期待

金融所得課税議論
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■足元の中国不動産業界の状況について ～ 小康状態が続く ～

→ 政府支援の元で債務再編進める

・中国恒大集団の問題はいったん落ち着き

→ 事業が回復基調…4月の契約売上が30.9億元

・不動産業界支援の動き…「一行両会」が不動産融資支援を呼びかけ

→ 国内開発プロジェクトの約95％が再稼働

→ 融創集団(業界３位)のデフォルト懸念が浮上

→ 碧桂園(業界1位)のプロジェクト資金口座が凍結
※厳密には世茂集団・保利集団どの合同プロジェクト

・5月に入り、これまで「大丈夫」とされてきた不動産会社に異変も
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■不動産をめぐる懸念は簡単に払拭できない？

地方政府

不動産
デベロッパー

銀行投資家

土地の使用権を売却 使用権の購入代金

社債・理財商品

投資

利払い・償還

融資 利払い・返済

商業ビル
マンション

開発

個人、企業
売上・賃料

販売

購入・賃貸

・不動産会社の資金繰りが苦しい状況続く

・地方政府の財政悪化

・開発の遅れによる他業界への影響

・アクセルとブレーキのバランス

・「ゼロコロナ政策」との悪循環


